
『
元
暁
の
法
華
経
観
』

ー
元
暁
注
疏
に
於
け
る
天
台
の
影
響
の
有
無
l

福

士

稔

慈

元
暁
〈
六
一
七

l
八
六
〉
の
『
法
華
経
宗
要
』
は
、
朝
鮮
半
島

に
現
存
す
る
最
古
の
法
華
注
釈
番
で
あ
る
。
こ
の
『
法
華
経
宗

要
』
を
詳
考
す
る
と
、
典
処
を
明
記
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
吉
蔵
の
『
法
華
遊
意
』
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
、
構
成
・
内

容
に
も
吉
蔵
著
述
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
『
法
華
経

宗
要
』
に
限
っ
て
い
え
ば
『
法
華
経
宗
要
』
に
於
け
る
元
暁
の
法

華
経
理
解
は
、
三
論
の
吉
蔵
の
立
場
か
ら
の
理
解
と
も
い
い
う

る
。
そ
れ
で
は
、
元
暁
は
天
台
智
顕
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の

か
、
元
暁
著
述
に
は
天
台
の
影
響
が
皆
無
で
あ
る
の
か
、
叉
、
三

論
の
法
華
経
理
解
が
彼
の
著
述
を
通
じ
て
一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
が
存
す
る
。
先
ず
、
元
暁
が
天
台

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
『
法
華

経
宗
要
』
以
後
の
著
述
で
あ
る
『
浬
襲
宗
要
』
の
教
判
論
で
、
現

存
の
元
暁
の
著
述
の
中
で
は
、
唯
一
具
体
的
に
天
台
の
名
を
挙
げ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
『
浬
架
宗
要
』
の
段
階
で
は
天
台
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
浬
梁
宗
要
』
が
天

台
の
浬
柴
学
を
継
承
又
は
若
干
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う

と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
名
及
び
著
述
が
一
度
も
明
記
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
終
始
に
亘
っ
て
浄
影
寺
慈
遠
ハ
五
二
三

l
九

一
一
〉
の
『
大
乗
義
章
』
の
影
響
が
強
く
窺
わ
れ
る
。
『
浬
襲
宗
要
』

に
於
い
て
も
『
法
華
宗
要
』
と
同
様
に
、
著
述
に
際
し
影
響
を
受

け
て
い
る
桜
本
的
な
も
の
を
明
記
し
な
い
と
い
う
手
法
を
使
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
天
台
の
影
響
に
関
し
て
は
、
元
暁
の

『
大
乗
起
信
論
疏
』
は
真
諦
（
四
九
九
l
五
六
九
〉
の
『
大
乗
起

信
論
』
に
関
す
る
疏
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
天
台
の
『
天
台
小
止
観

』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
李
永
子
博
士
に
よ
る
と
『
大
乗

起
信
論
疏
』
の
中
で
天
台
及
び
そ
の
著
述
名
を
明
記
し
て
い
な
い

と
言
う
理
由
に
よ
っ
て
、
内
容
は
類
似
す
る
が
『
天
台
小
止
観
』

を
見
な
い
で
他
人
の
説
か
ら
借
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る

が
、
『
法
華
宗
要
』
・
『
浬
鍵
宗
要
』
に
於
け
る
元
暁
の
手
法
、

及
び
若
干
順
序
が
異
な
る
が
、
持
戒
清
浄
・
衣
食
具
足
・
附
居
静

処
・
息
諸
縁
処
・
得
善
知
識
と
い
う
五
縁
区
別
と
そ
の
内
容
か

ら
、
明
ら
か
に
天
台
の
『
天
台
小
止
観
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
大
乗
起
信
論
疏
』
の
中
に
は
法
華
経
の
引

用
が
一
度
も
見
ら
れ
ず
、
元
暁
と
天
台
と
法
華
経
の
関
係
を
見
い

出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
大
乗
起
信
論
疏
』
以
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後
の
著
述
で
あ
る
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
中
で
明
確
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
『
金
剛
三
味
経
論
』
は
元
暁
の
信
仰
告
白
書
で
あ

り
、
元
脱
の
三
味
と
止
観
の
理
解
を
深
く
示
し
て
い
る
著
述
で
あ

る
。
こ
の
中
で
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
文
勢
は
法
華
経
の
序
文
と

同
じ
で
あ
り
、
大
義
も
同
じ
く
「
法
華
経
の
異
目
」
で
あ
る
と
論

じ
、
叉
、
『
金
剛
三
味
経
論
』
の
「
入
如
来
禅
」
を
解
釈
す
る
に

あ
た
っ
て
法
華
経
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
天
台
の
影
響
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
天
台
教
学
が
半
島
に
伝
播
さ

れ
た
年
代
・
元
暁
教
学
に
お
け
る
天
台
の
位
健
等
に
つ
い
て
の
詳

細
は
後
の
機
会
に
論
述
し
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
題
目
論

丸

茂

龍

正

日
進
聖
人
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
を
、
一
切
衆
生
の
救

済
の
要
法
と
し
て
、
そ
の
教
え
の
根
幹
と
し
、
「
唱
題
成
仏
」
を

説
き
明
か
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
の
説
か
れ
る
唱
題
成
仏
は
、
多
種
多
様
な
宗
教
的
意

味
概
念
を
も
つ
が
、
宗
教
行
為
と
し
て
所
調
「
口
称
」
と
い
う
行

為
に
お
い
て
も
着
目
で
き
る
。

日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
仏
思
想
は
、
日
本
仏
教
史
上
に
お
け
る

「
口
称
」
と
い
う
修
行
の
系
付
の
上
に
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。

今
回
の
発
表
は
、
伝
統
的
な
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
、
ロ
称
修

行
と
、
日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
仏
思
想
の
相
異
点
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
「
日
蓮
聖
人
の
唱
題
思
想
の
背
景
」
を
テ
l
マ
に
、
平
安

仏
教
に
お
け
る
法
華
経
修
行
の
具
体
像
と
し
て
、
法
華
経
の
題
目

を
唱
え
る
と
い
う
行
為
で
あ
る
、
唱
題
に
着
目
し
、
日
蓮
聖
人
に

先
行
す
る
唱
題
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
日
蓮

聖
人
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
、
独
自
の
唱
題
思
想
弘
通
へ

踏
み
出
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
を
考
察
し
た
。

平
安
時
代
の
唱
題
の
事
例
を
辿
る
と
、
九
世
紀
末
に
は
、
そ
の

例
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
、
平
安
時
代
の
唱
題
の
特
徴
は
、
け

唱
題
は
念
仏
と
並
用
或
は
観
音
・
普
賢
・
弥
勅
等
の
信
仰
と
一
緒

に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
。
口
「
南
無
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
「
南
無

平
等
大
会
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
等
、
題
目
に
お
い
て
も
不
揃
い
で

あ
っ
た
事
。
内
唱
題
は
法
華
経
読
諦
・
番
写
等
に
代
わ
る
、
簡
略

化
さ
れ
た
法
華
経
修
行
で
あ
っ
た
事
。
以
上
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
に
付
け
加
え
れ
ば
、
『
法
華
験
記
』
に
み
ら
れ
る

「
法
華
経
の
持
経
者
」
の
修
行
は
、
法
華
経
読
諦
と
書
写
で
あ
っ
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